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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 17日 (2006.10.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ ０ ０ ℃ で 粘 度 が ８ ０ か ら １ ５ ０ セ ン チ ス ト ー ク ス の 範 囲 で あ る 一 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤
滑 剤 ；
１ ０ ０ ℃ で 粘 度 が ２ か ら １ ５ セ ン チ ス ト ー ク ス の 範 囲 で あ る 二 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 、
（ こ こ で 一 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 と 二 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 の 比 率 は 、 ２ ： １ か ら ８



： １ の 範 囲 で あ る ） ；
ア ル キ ル 化 ナ フ タ レ ン 基 油 ；
ホ ウ 素 化 さ れ た 無 灰 分 散 剤 ；
少 な く と も 一 つ の ヒ ン ダ ー ド フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 剤 と 少 な く と も 一 つ の ア ル キ ル 化 ジ フ
ェ ニ ル ア ミ ン 酸 化 防 止 剤 を 含 ん で 成 る 酸 化 防 止 剤 組 成 物 ； お よ

ア オ イ ル 添 加 剤 パ ッ ケ ー ジ
を 含 ん で な る ギ ア オ イ ル 潤 滑 剤 組 成 物 で あ っ て 、 こ こ で 当 該 ギ ア オ イ ル 潤 滑 剤 組 成 物 が 、
潤 滑 剤 組 成 物 全 体 に 対 し て ０ ． １ 重 量 パ ー セ ン ト 未 満 の 酸 化 防 止 剤 組 成 物 を 含 ん で な

る ギ ア オ イ ル 潤 滑
剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 １ ０ ０ ℃ で 粘 度 が ８ ０ か ら １ ５ ０ セ ン チ ス ト ー ク ス の 範 囲 で あ る 一 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤
滑 剤 ；
１ ０ ０ ℃ で 粘 度 が ２ か ら １ ５ セ ン チ ス ト ー ク ス の 範 囲 で あ る 二 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 、
（ こ こ で 一 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 と 二 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 の 比 率 は 、 ２ ： １ か ら ８
： １ の 範 囲 で あ る ） ；
ア ル キ ル 化 ナ フ タ レ ン 基 油 ；
ホ ウ 素 化 さ れ た 無 灰 分 散 剤 ；
少 な く と も 一 つ の ヒ ン ダ ー ド フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 剤 と 少 な く と も 一 つ の ア ル キ ル 化 ジ フ
ェ ニ ル ア ミ ン 酸 化 防 止 剤 を 含 ん で 成 る 酸 化 防 止 剤 組 成 物 ； お よ び
従 来 の ギ ア オ イ ル 添 加 剤 パ ッ ケ ー ジ
を 含 ん で な る 高 荷 重 ギ ア オ イ ル 潤 滑 剤 組 成 物 で あ っ て 、 こ こ で ギ ア オ イ ル 潤 滑 剤 組 成 物 が
、 当 該 潤 滑 剤 組 成 物 の 活 性 窒 素 含 有 量 に 基 づ い て １ ０ ０ か ら ４ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 未 満 の 活 性 ア ミ
ン を 含 有 し て い る ギ ア オ イ ル 潤 滑 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 １ ０ ０ ℃ で 粘 度 が ８ ０ か ら １ ５ ０ セ ン チ ス ト ー ク ス の 範 囲 で あ る 一 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤
滑 剤 ；
１ ０ ０ ℃ で 粘 度 が ２ か ら １ ５ セ ン チ ス ト ー ク ス の 範 囲 で あ る 二 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 、
（ こ こ で 一 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 と 二 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 の 比 率 は 、 ２ ： １ か ら ８
： １ の 範 囲 で あ る ） ；
ア ル キ ル 化 ナ フ タ レ ン 基 油 ；
ホ ウ 素 化 さ れ た 無 灰 分 散 剤 ；
少 な く と も 一 つ の ヒ ン ダ ー ド フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 剤 と 少 な く と も 一 つ の ア ル キ ル 化 ジ フ
ェ ニ ル ア ミ ン 酸 化 防 止 剤 を 含 ん で 成 る 酸 化 防 止 剤 組 成 物 ； お よ び
従 来 の ギ ア オ イ ル 添 加 剤 パ ッ ケ ー ジ
を 含 ん で な る 耐 熱 性 ギ ア オ イ ル 潤 滑 剤 組 成 物 で あ っ て 、 こ こ で 耐 熱 性 に 関 し て 、 当 該 潤 滑
剤 組 成 物 が 、 ３ ０ ０ 時 間 の Ｌ ６ ０ － １ 酸 化 安 定 性 試 験 の 後 、 炭 素 ワ ニ ス 評 価 ７ ． ４ 以 上 、
お よ び ス ラ ッ ジ 評 価 ９ ． ３ 以 上 を 示 す ギ ア オ イ ル 潤 滑 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 駆 動 軸 用 の 潤 滑 剤 と し て 、
１ ０ ０ ℃ で 粘 度 が ８ ０ か ら １ ５ ０ セ ン チ ス ト ー ク ス の 範 囲 で あ る 一 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑
剤 ；
１ ０ ０ ℃ で 粘 度 が ２ か ら １ ５ セ ン チ ス ト ー ク ス の 範 囲 で あ る 二 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 、
（ こ こ で 一 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 と 二 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 の 比 率 は 、 ２ ： １ か ら ８
： １ の 範 囲 で あ る ） ；
ア ル キ ル 化 ナ フ タ レ ン 基 油 ；
ホ ウ 素 化 さ れ た 無 灰 分 散 剤 ；
少 な く と も 一 つ の ヒ ン ダ ー ド フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 剤 と 少 な く と も 一 つ の ア ル キ ル 化 ジ フ
ェ ニ ル ア ミ ン 酸 化 防 止 剤 を 含 ん で 成 る 酸 化 防 止 剤 組 成 物 ； お よ び
従 来 の ギ ア オ イ ル 添 加 剤 パ ッ ケ ー ジ
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り 、
７ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 未 満 の 活 性 リ ン 含 量 と ３ 重 量 ％ 以 下 の 活 性 硫 黄 含 量 を 有 す



を 含 有 す る 組 成 物 を 供 給 す る こ と を 含 ん で な る 駆 動 軸 を 含 む 乗 り 物 の 操 作 方 法 で あ っ て 、
こ こ で 当 該 潤 滑 剤 組 成 物 が 、 ３ ０ ０ 時 間 の Ｌ ６ ０ － １ 酸 化 安 定 性 試 験 に お い て 、 粘 度 の 増
加 １ ０ ０ ％ 未 満 、 炭 素 ワ ニ ス 評 価 ７ ． ４ 以 上 、 お よ び ス ラ ッ ジ 評 価 ９ ． ３ ま た は そ れ 以 上
の 酸 化 安 定 性 を 示 す 操 作 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 に 関 し 、 本 開 示 は 、 １ ０ ０ ℃ で 粘 度 が 約 ８ ０ か ら 約 １ ５ ０ セ ン チ ス ト ー ク ス の 範 囲
で あ る 一 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 と 、 １ ０ ０ ℃ で 粘 度 が 約 ２ か ら 約 １ ５ セ ン チ ス ト ー ク ス
の 範 囲 で あ る 二 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 を 含 む 、 ギ ア オ イ ル 潤 滑 剤 組 成 物 を 提 供 す る 。 一
番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 と 二 番 目 の オ レ フ ィ ン 潤 滑 剤 の 比 率 は 、 約 ２ ： １ か ら 約 ８ ： １ の
範 囲 で あ る 。 ま た 当 該 組 成 物 に は 、 ア ル キ ル 化 ナ フ タ レ ン 基 油 、 ホ ウ 素 化 さ れ た 無 灰 分 散
剤 、 少 な く と も 一 つ の ヒ ン ダ ー ド フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 剤 、 少 な く と も 一 つ の ア ル キ ル 化
ジ フ ェ ニ ル ア ミ ン 酸 化 防 止 剤 、 お よ ア オ イ ル 添 加 剤 パ ッ ケ ー ジ を 含 み 得 る 。 当 該 ギ ア
オ イ ル 潤 滑 剤 組 成 物 は 、 潤 滑 剤 組 成 物 の 合 計 重 量 に 対 し 約 ０ ． １ 重 量 パ ー セ ン ト 未 満 の 酸
化 防 止 剤 組 成 物 を 含
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む こ と が 出 来 、 そ し て 約 ７ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 未 満 の 活 性 リ ン 含 量 と 、 約 ３ 重
量 ％ 以 下 の 活 性 硫 黄 含 量 を 有 す る こ と が で き る 。


	header
	written-amendment

